〈ニュースリリース〉　

2009年12月17日

デュポンのバイオベース素材が、

トヨタの新型車「ＳＡＩ（サイ）」の内装材に採用

室内表面積の植物由来原料使用約６０％達成に大きく貢献
デュポン株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：天羽稔）は、デュポンのバイオベースポリマー、デュポンTMソロナ®ポリマーから作られたPTT（ポリトリメチレンテレフタレート)繊維が、トヨタの新型車「ＳＡＩ（サイ）」の天井、サンバイザー、ならびにピラーガーニッシュの表皮に採用されたことを発表しました。これらの表皮に植物由来のポリマーから作られた繊維が使用されるのは、量産車内装部品としては世界で初めてです。また、純正用品のオプションフロアマットにもソロナ®ポリマーから作られたPTT繊維が採用されました。
全国のトヨタ店、トヨペット店、トヨタカローラ店、ネッツ店を通じて12月7日から発売されたトヨタの新型車「ＳＡＩ」は、植物由来の資源を原料とするエコプラス　　チックを圧倒的な使用量となる室内表面積の約６０％に採用することで、環境への配慮を徹底した「小さな高級車」です。
デュポンTMソロナ®ポリマーは、デュポンのバイオ技術を用いて植物の糖を発酵させて作る１,３プロパンジオールとテレフタル酸の共重合で作られたPTT樹脂です。　ソロナ®ポリマーから作るPTT繊維を用いることで、従来の内装部品に使用されている石油由来の原料と比較してCO₂の排出量を抑制することになり、地球温暖化対策や枯渇資源の節約に貢献します。
同時に、ソロナ®ポリマーから作られたPTT繊維が天井、サンバイザーならびにピラーガーニッシュの表皮、オプションフロアマットに採用されたことは、「SAI」の目指す「室内表面積の約６０％に植物由来資源原料採用」達成にも大きく寄与しています。
さらに、ソロナ® ポリマーから作られたPTT繊維は、豊かな質感と風合の良さを特徴に持つと同時に、自動車用としての厳しい要求性能も満足しています。植物由来の資源を原料とした素材、という環境性能だけでなく、素材の持つ機能そのものが高く評価されたことが、採用の大きな理由であると考えています。

デュポンは、持続可能な成長のため、また環境に配慮して、私たちの製品を、枯渇資源への依存を減らす再生可能な資源から作ることに取り組んでいます。これらの製品を提供しながら、資源全体をさらに有効利用する社会への転換を推進していきます。

デュポンは、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供するサイエンスカンパニーです。創立は1802年、本社は米国デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界70ヶ国余りに拠点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出しています。

注）デュポンTMソロナ®ポリマーは、米国デュポン社の登録商標です。

注）「ＳＡＩ」は、トヨタ自動車株式会社の登録商標です。
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